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シンポジウム１

［Case�Presentation］
ドキシサイクリンによるサルコイドーシスの治療

〇山口哲生，山口陽子，鈴木未佳，河野千代子，山田嘉仁
JR東京総合病院　呼吸器内科

【背景】Bachelezらは，皮膚サルコイドーシス12例にMINO�200mg/日を投与したところ，12例中
10例が有効で８例が完全緩解にいたったとしている．われわれも同様の検討を行ったが，MINO�
100mg/日投与49例のうち49％に何らかの副作用があり，３ヵ月以上服薬できたものは55％（27
例）に過ぎなかった．また服用できた例の有効率も皮膚で18.8％と決して高いものではなかった

（日サ会誌2008）．
【目的】MINOと同等の効果があり比較的副作用が少ないといわれている塩酸ドキシサイクリン
（DOXY）で同様の検討を行った．
【対象と方法】対象は何らかの評価可能なサルコイドーシス病変を有する55例（男/女；11/44）
であり，平均年齢は発症時/投薬時；�46/52，組織診断群は44例（80％）であった．評価病変数は，
皮膚37，全身症状23，BHL24，肺野18，筋肉11，関節痛６であった．まずDOXY�100mg/日から
開始して，１ヵ月で増量可能なものは200mg/日に増量して検討した．

【結果】３ヵ月以上継続して服用できたものは43例（78％）でありMINOよりも副作用が少なかっ
た．有効性はこの43例で検討し，それまでの臨床的病悩期間（数年）に比べて明らかに早い期間

（数ヵ月）で客観的に改善したものを有効とした．大半ははじめの３ヵ月で有効か否かを判別でき
た．有効例は17例（39.5％，男/女；3/14）で，内訳は，皮膚11，全身症状７，肺野１，筋肉２，
関節痛２であった．

【結論と考案】DOXYの有効性を実感できた病変は皮膚25.5％，全身症状16.2％であり，肺野はほ
ぼ無効であった．確かにMINOやDOXYが有効な例は存在するが，どのような例が有効であるか
予想は難しい．


